
(57)【要約】

【課題】２つの走行モータと２つの油圧ポンプを備えた

建設機械の油圧回路に於いて、直進走行中に作業アクチ

ュエータを操作したときに、その操作量に応じて走行直

進弁のストロークを変化させ、走行モータと作業アクチ

ュエータとの流量配分を最適なものにする。

【解決手段】パイロットポンプ３３の吐出油路３５に電

磁比例弁３７を介して走行直進弁１８を切り替えるため

のパイロット油路３８を分岐して設ける。直進走行中に

作業アクチュエータを操作したときは、その操作量に応

じてコントローラ４０からソレノイド３９に信号が出力

され、電磁比例弁３７の２次圧を調整して走行直進弁１

８のストローク量を無段階に制御することにより、走行

モータと作業アクチュエータとの流量配分を連続的に変

化させて最適なものする。

【選択図】　図４
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
第 １ の 油 圧 ポ ン プ と 第 ２ の 油 圧 ポ ン プ を 備 え 、 第 １ の 油 圧 ポ ン プ の 下 流 に 一 方 の 走 行 モ ー
タ 用 の 方 向 制 御 弁 と 少 な く と も １ つ の 作 業 ア ク チ ュ エ ー タ 用 の 方 向 制 御 弁 を 配 設 す る と と
も に 、 第 ２ の 油 圧 ポ ン プ の 下 流 に 走 行 直 進 弁 と 他 方 の 走 行 モ ー タ 用 の 方 向 制 御 弁 と 他 の 作
業 ア ク チ ュ エ ー タ 用 の 方 向 制 御 弁 を 配 設 し 、 更 に 、 前 記 各 方 向 制 御 弁 に は 、 夫 々 の ス プ ー
ル が 中 立 位 置 の と き は パ イ ロ ッ ト ポ ン プ の パ イ ロ ッ ト 油 を タ ン ク へ 連 通 し 、 且 つ 、 夫 々 の
ス プ ー ル が 切 り 替 え ら れ た と き は パ イ ロ ッ ト ポ ン プ と タ ン ク と を 遮 断 す る 補 助 弁 を 備 え た
建 設 機 械 の 油 圧 回 路 に 於 い て 、 作 業 ア ク チ ュ エ ー タ の 操 作 量 を 検 出 す る 手 段 を 設 け る と と
も に 、 前 記 パ イ ロ ッ ト ポ ン プ の 吐 出 油 路 に は 、 前 記 補 助 弁 へ の 油 路 と は 別 に 、 電 磁 比 例 弁
を 介 し て 前 記 走 行 直 進 弁 を 切 り 替 え る た め の パ イ ロ ッ ト 油 路 を 分 岐 し て 設 け 、 直 進 走 行 中
に 、 作 業 ア ク チ ュ エ ー タ の 操 作 を 検 出 し た と き は 、 そ の 操 作 量 に 応 じ て 前 記 電 磁 比 例 弁 の
２ 次 圧 を 調 整 し て 前 記 走 行 直 進 弁 を 制 御 し 、 前 記 走 行 モ ー タ と 作 業 ア ク チ ュ エ ー タ と の 流
量 配 分 を 連 続 的 に 変 化 で き る よ う に 構 成 し た こ と を 特 徴 と す る 建 設 機 械 の 油 圧 回 路 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 建 設 機 械 の 油 圧 回 路 に 関 す る も の で あ り 、 特 に 、 油 圧 シ ョ ベ ル 等 の よ う に ２ つ の
走 行 モ ー タ と ２ つ の 油 圧 ポ ン プ を 備 え 、 走 行 直 進 弁 の 切 り 替 え に よ り 走 行 と 作 業 と の 流 量
配 分 を 調 整 可 能 に 形 成 し た 建 設 機 械 の 油 圧 回 路 に 関 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 、 油 圧 シ ョ ベ ル 等 の よ う に ２ つ の 走 行 モ ー タ と ２ つ の 油 圧 ポ ン プ を 備 え 、 走 行 直 進 弁
の 切 り 替 え に よ り 走 行 系 と 作 業 系 と の 流 量 配 分 を 調 整 可 能 に 形 成 し た 建 設 機 械 の 油 圧 回 路
は 知 ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
例 え ば 、 第 １ の 油 圧 ポ ン プ と 第 ２ の 油 圧 ポ ン プ を 備 え 、 第 １ の 油 圧 ポ ン プ の 下 流 に 一 方 の
走 行 モ ー タ の 方 向 制 御 弁 と 少 な く と も １ つ の 作 業 ア ク チ ュ エ ー タ 用 の 方 向 制 御 弁 を 配 設 す
る と と も に 、 第 ２ の 油 圧 ポ ン プ の 下 流 に 走 行 直 進 弁 と 他 方 の 走 行 モ ー タ の 方 向 制 御 弁 と 他
の 作 業 ア ク チ ュ エ ー タ 用 の 方 向 制 御 弁 を 配 設 し て あ る 。 更 に 、 前 記 各 方 向 制 御 弁 に は 、 夫
々 の ス プ ー ル が 中 立 位 置 の と き は パ イ ロ ッ ト ポ ン プ の パ イ ロ ッ ト 油 を タ ン ク へ 連 通 し 、 且
つ 、 夫 々 の ス プ ー ル が 切 り 替 え ら れ た と き は パ イ ロ ッ ト ポ ン プ と タ ン ク と を 遮 断 す る 補 助
弁 を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
直 進 走 行 中 は 、 第 １ の 油 圧 ポ ン プ か ら 吐 出 し た 作 動 油 が 一 方 の 走 行 モ ー タ に 供 給 さ れ 、 第
２ の 油 圧 ポ ン プ か ら 吐 出 し た 作 動 油 が 他 方 の 走 行 モ ー タ に 供 給 さ れ る よ う に 走 行 直 進 弁 が
セ ッ ト さ れ る 。 そ し て 、 直 進 走 行 中 に 作 業 ア ク チ ュ エ ー タ を 操 作 す る と 、 パ イ ロ ッ ト 圧 の
オ ン に よ っ て 前 記 走 行 直 進 弁 が 切 り 替 わ り 、 第 １ の 油 圧 ポ ン プ か ら 吐 出 し た 作 動 油 が 左 右
双 方 の 走 行 モ ー タ に 供 給 さ れ 、 第 ２ の 油 圧 ポ ン プ か ら 吐 出 し た 作 動 油 が 作 業 ア ク チ ュ エ ー
タ に 供 給 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
従 来 の 此 種 建 設 機 械 の 油 圧 回 路 は 、 前 述 し た よ う に 、 直 進 走 行 中 に 作 業 ア ク チ ュ エ ー タ を
操 作 す る と 、 パ イ ロ ッ ト 圧 の オ ン オ フ に て 走 行 直 進 弁 を 一 気 に フ ル ス ト ロ ー ク ま で 切 り 替
え て い る 。 従 っ て 、 走 行 モ ー タ へ 供 給 さ れ る 作 動 油 の 流 量 が 急 激 に 変 化 し 、 走 行 速 度 が 急
速 に 低 下 し て し ま う 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
走 行 モ ー タ の 減 速 感 を 緩 和 す る た め に 作 業 ア ク チ ュ エ ー タ に 供 給 さ れ る 作 動 油 の 流 量 を 少
な く す れ ば 、 作 業 ア ク チ ュ エ ー タ の 操 作 量 を 増 加 し て も ア ク チ ュ エ ー タ の 適 正 な 作 動 速 度
を 確 保 で き な い 。
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【 ０ ０ ０ ７ 】
そ こ で 、 ２ つ の 走 行 モ ー タ と ２ つ の 油 圧 ポ ン プ を 備 え た 建 設 機 械 の 油 圧 回 路 に 於 い て 、 直
進 走 行 中 に 作 業 ア ク チ ュ エ ー タ を 操 作 し た と き に 、 そ の 操 作 量 に 応 じ て 走 行 直 進 弁 の ス ト
ロ ー ク を 変 化 さ せ 、 走 行 モ ー タ と 作 業 ア ク チ ュ エ ー タ と の 流 量 配 分 を 最 適 な も の に す る た
め に 解 決 す べ き 技 術 的 課 題 が 生 じ て く る の で あ り 、 本 発 明 は こ の 課 題 を 解 決 す る こ と を 目
的 と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 は 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 提 案 さ れ た も の で あ り 、 第 １ の 油 圧 ポ ン プ と 第 ２ の 油
圧 ポ ン プ を 備 え 、 第 １ の 油 圧 ポ ン プ の 下 流 に 一 方 の 走 行 モ ー タ 用 の 方 向 制 御 弁 と 少 な く と
も １ つ の 作 業 ア ク チ ュ エ ー タ 用 の 方 向 制 御 弁 を 配 設 す る と と も に 、 第 ２ の 油 圧 ポ ン プ の 下
流 に 走 行 直 進 弁 と 他 方 の 走 行 モ ー タ 用 の 方 向 制 御 弁 と 他 の 作 業 ア ク チ ュ エ ー タ 用 の 方 向 制
御 弁 を 配 設 し 、 更 に 、 前 記 各 方 向 制 御 弁 に は 、 夫 々 の ス プ ー ル が 中 立 位 置 の と き は パ イ ロ
ッ ト ポ ン プ の パ イ ロ ッ ト 油 を タ ン ク へ 連 通 し 、 且 つ 、 夫 々 の ス プ ー ル が 切 り 替 え ら れ た と
き は パ イ ロ ッ ト ポ ン プ と タ ン ク と を 遮 断 す る 補 助 弁 を 備 え た 建 設 機 械 の 油 圧 回 路 に 於 い て
、 作 業 ア ク チ ュ エ ー タ の 操 作 量 を 検 出 す る 手 段 を 設 け る と と も に 、 前 記 パ イ ロ ッ ト ポ ン プ
の 吐 出 油 路 に は 、 前 記 補 助 弁 へ の 油 路 と は 別 に 、 電 磁 比 例 弁 を 介 し て 前 記 走 行 直 進 弁 を 切
り 替 え る た め の パ イ ロ ッ ト 油 路 を 分 岐 し て 設 け 、 直 進 走 行 中 に 、 作 業 ア ク チ ュ エ ー タ の 操
作 を 検 出 し た と き は 、 そ の 操 作 量 に 応 じ て 前 記 電 磁 比 例 弁 の ２ 次 圧 を 調 整 し て 前 記 走 行 直
進 弁 を 制 御 し 、 前 記 走 行 モ ー タ と 作 業 ア ク チ ュ エ ー タ と の 流 量 配 分 を 連 続 的 に 変 化 で き る
よ う に 構 成 し た 建 設 機 械 の 油 圧 回 路 を 提 供 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 を 図 面 に 従 っ て 詳 述 す る 。 図 １ は 本 発 明 の 油 圧 回 路 を 示 し 、
第 １ の 油 圧 ポ ン プ １ １ と 第 ２ の 油 圧 ポ ン プ １ ２ を 備 え 、 第 １ の 油 圧 ポ ン プ １ １ の 下 流 に 左
の 走 行 モ ー タ 用 の 方 向 制 御 弁 １ ３ と 、 予 備 の 方 向 制 御 弁 １ ４ 、 旋 回 モ ー タ 用 の 方 向 制 御 弁
１ ５ 、 第 ２ ブ ー ム 用 の 方 向 制 御 弁 １ ６ 、 第 １ ア ー ム 用 の 方 向 制 御 弁 １ ７ を 配 設 す る と と も
に 、 第 ２ の 油 圧 ポ ン プ １ ２ の 下 流 に 走 行 直 進 弁 １ ８ と 、 右 の 走 行 モ ー タ 用 の 方 向 制 御 弁 １
９ 、 バ ケ ッ ト 用 の 方 向 制 御 弁 ２ ０ 、 第 １ ブ ー ム 用 の 方 向 制 御 弁 ２ １ 、 第 ２ ア ー ム 用 の 方 向
制 御 弁 ２ ２ を 配 設 し て あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
前 記 各 方 向 制 御 弁 １ ３ 乃 至 ２ ２ に は 補 助 弁 ２ ３ 乃 至 ３ ２ を 備 え て お り 、 夫 々 の ス プ ー ル が
中 立 位 置 の と き は パ イ ロ ッ ト ポ ン プ ３ ３ か ら 送 ら れ る パ イ ロ ッ ト 油 を タ ン ク ３ ４ に 連 通 し
、 且 つ 、 夫 々 の ス プ ー ル が 切 り 替 え ら れ た と き は パ イ ロ ッ ト ポ ン プ ３ ３ と タ ン ク ３ ４ と を
遮 断 す る よ う に タ ン デ ム 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
ま た 、 前 記 パ イ ロ ッ ト ポ ン プ ３ ３ の 吐 出 油 路 ３ ５ に は 、 前 記 各 補 助 弁 ２ ３ 乃 至 ３ ２ へ の 油
路 ３ ６ と は 別 に 、 電 磁 比 例 弁 ３ ７ を 介 し て 前 記 走 行 直 進 弁 １ ８ を 切 り 替 え る た め の パ イ ロ
ッ ト 油 路 ３ ８ を 分 岐 し て 設 け て あ る 。 該 電 磁 比 例 弁 ３ ７ の ソ レ ノ イ ド ３ ９ は コ ン ト ロ ー ラ
４ ０ か ら の 信 号 に よ り 励 磁 さ れ 、 作 業 ア ク チ ュ エ ー タ の 操 作 量 を 検 出 す る ア ク チ ュ エ ー タ
操 作 量 検 出 器 ４ １ か ら の 検 出 信 号 に 応 じ て 、 コ ン ト ロ ー ラ ４ ０ か ら 該 ソ レ ノ イ ド ３ ９ へ の
信 号 を 増 減 し て 、 電 磁 比 例 弁 ３ ７ の ２ 次 圧 を 調 整 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
図 １ に 示 し た 状 態 で は 、 各 方 向 制 御 弁 １ ３ 乃 至 ２ ２ が す べ て 中 立 位 置 に あ る の で 、 す べ て
の 補 助 弁 ２ ３ 乃 至 ３ ２ が 開 放 さ れ て お り 、 パ イ ロ ッ ト ポ ン プ ３ ３ の パ イ ロ ッ ト 油 は タ ン ク
３ ４ に 戻 さ れ て 、 電 磁 比 例 弁 ３ ７ の ２ 次 圧 は 最 小 と な る た め 、 前 記 走 行 直 進 弁 １ ８ は （ イ
） 位 置 に セ ッ ト さ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
機 体 が 直 進 走 行 し て い る 場 合 は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 左 右 の 走 行 モ ー タ 用 の 方 向 制 御 弁 １
３ ， １ ４ が 夫 々 前 進 走 行 位 置 （ ハ ） 及 び （ ニ ） に 切 り 替 わ り 、 走 行 モ ー タ （ 図 示 せ ず ） が
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前 進 回 転 で 駆 動 さ れ る 。 こ の と き 、 方 向 制 御 弁 １ ３ ， １ ４ の ス プ ー ル 移 動 に 伴 っ て 、 夫 々
の 方 向 制 御 弁 １ ３ ， １ ４ に 備 え ら れ て い る 補 助 弁 ２ ３ 及 び ２ ９ は 閉 止 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
次 に 、 直 進 走 行 中 に 何 れ か の 作 業 ア ク チ ュ エ ー タ を 操 作 し た 場 合 に つ い て 説 明 す る 。 図 ３
に 示 す よ う に 、 左 右 の 走 行 モ ー タ 用 の 方 向 制 御 弁 １ ３ ， １ ４ が 夫 々 前 進 走 行 位 置 （ ハ ） 及
び （ ニ ） に 切 り 替 わ っ て 直 進 走 行 状 態 の と き に 、 例 え ば 第 １ ア ー ム を 操 作 す べ く 前 記 第 １
ア ー ム 用 の 方 向 制 御 弁 １ ７ を 閉 じ 位 置 （ ホ ） に 切 り 替 え た 場 合 は 、 前 記 ア ク チ ュ エ ー タ 操
作 量 検 出 器 ４ １ か ら 第 １ ア ー ム の 操 作 量 に 応 じ た 検 出 信 号 が コ ン ト ロ ー ラ ４ ０ に 入 力 さ れ
る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
こ れ と 同 時 に 、 該 方 向 制 御 弁 １ ７ の ス プ ー ル 移 動 に 伴 っ て 、 該 方 向 制 御 弁 １ ７ に 備 え ら れ
て い る 補 助 弁 ２ ７ が 閉 止 さ れ る 。 従 っ て 、 各 補 助 弁 へ の 油 路 ３ ６ が 遮 断 さ れ 、 パ イ ロ ッ ト
ポ ン プ ３ ３ か ら 送 ら れ る パ イ ロ ッ ト 油 は 全 量 が 前 記 電 磁 比 例 弁 ３ ７ へ 送 ら れ る 。 そ し て 、
前 記 ア ク チ ュ エ ー タ 操 作 量 検 出 器 ４ １ か ら の 検 出 信 号 に 応 じ て 、 電 磁 比 例 弁 ３ ７ の ソ レ ノ
イ ド ３ ９ は コ ン ト ロ ー ラ ４ ０ か ら の 信 号 に よ り 励 磁 さ れ 、 該 電 磁 比 例 弁 ３ ７ の ２ 次 圧 に よ
っ て 走 行 直 進 弁 １ ８ の ス プ ー ル が 切 り 替 わ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
図 ４ に 示 す よ う に 、 走 行 直 進 弁 １ ８ が （ ロ ） 位 置 に 切 り 替 わ る と 、 第 １ の 油 圧 ポ ン プ １ １
の 吐 出 油 は 方 向 制 御 弁 １ ３ と １ ４ と に 分 流 さ れ て 、 左 走 行 モ ー タ と 右 走 行 モ ー タ の 両 方 に
供 給 さ れ る 。 ま た 、 第 ２ の 油 圧 ポ ン プ １ ２ の 吐 出 油 は 前 記 方 向 制 御 弁 １ ７ を 介 し て 第 １ ア
ー ム に 供 給 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
こ こ で 、 前 記 走 行 直 進 弁 １ ８ の ス プ ー ル は 前 記 電 磁 比 例 弁 ３ ７ の ２ 次 圧 の 大 き さ に よ り ス
ト ロ ー ク 位 置 を 調 整 す る こ と が で き 、 前 記 ア ク チ ュ エ ー タ 操 作 量 検 出 器 ４ １ か ら の 検 出 信
号 に 応 じ た コ ン ト ロ ー ラ ４ ０ か ら 信 号 に よ り 電 磁 比 例 弁 ３ ７ の ソ レ ノ イ ド ３ ９ が 励 磁 さ れ
、 該 電 磁 比 例 弁 ３ ７ の ２ 次 圧 が 調 整 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
即 ち 、 直 進 走 行 中 に 作 業 ア ク チ ュ エ ー タ の 操 作 を 検 出 し た と き は 、 作 業 ア ク チ ュ エ ー タ の
操 作 量 に 応 じ て 走 行 直 進 弁 １ ８ が 無 段 階 に 制 御 さ れ 、 走 行 モ ー タ と 作 業 ア ク チ ュ エ ー タ と
の 流 量 配 分 を 連 続 的 に 変 化 さ せ る こ と が で き る 。 こ の た め 、 従 来 の よ う に 走 行 モ ー タ へ 供
給 さ れ る 作 動 油 の 流 量 が 急 激 に 変 化 し て 走 行 速 度 が 急 減 速 す る と い う 不 具 合 が 解 消 さ れ る
。 ま た 、 作 業 ア ク チ ュ エ ー タ に 供 給 さ れ る 作 動 油 の 流 量 が 減 少 さ れ な い の で 、 作 業 ア ク チ
ュ エ ー タ の 操 作 量 を 増 加 し て も ア ク チ ュ エ ー タ の 適 正 な 作 動 速 度 を 確 保 で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
尚 、 本 発 明 は 、 本 発 明 の 精 神 を 逸 脱 し な い 限 り 種 々 の 改 変 を 為 す こ と が で き 、 そ し て 、 本
発 明 が 該 改 変 さ れ た も の に 及 ぶ こ と は 当 然 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 は 上 記 一 実 施 の 形 態 に 詳 述 し た よ う に 、 直 進 走 行 中 に 作 業 ア ク チ ュ エ ー タ の 操 作 を
検 出 し た と き は 、 そ の 操 作 量 に 応 じ て 電 磁 比 例 弁 の ２ 次 圧 を 調 整 し 、 走 行 直 進 弁 を 無 段 階
に 制 御 す る こ と に よ っ て 、 走 行 モ ー タ と 作 業 ア ク チ ュ エ ー タ と の 流 量 配 分 を 連 続 的 に 変 化
さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
斯 く し て 、 作 業 ア ク チ ュ エ ー タ の 操 作 量 に 応 じ て 走 行 系 と 作 業 系 で 最 適 な 流 量 配 分 が 得 ら
れ 、 操 作 切 り 替 わ り 時 に 於 け る 走 行 速 度 の 急 減 速 や 作 業 ア ク チ ュ エ ー タ の 作 動 速 度 不 足 を
解 消 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
図 は 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 を 示 す も の で あ る 。
【 図 １ 】 各 方 向 制 御 弁 が 中 立 位 置 に あ る 状 態 の 油 圧 回 路 図 。
【 図 ２ 】 直 進 走 行 状 態 の 油 圧 回 路 図 。
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【 図 ３ 】 直 進 走 行 中 に 作 業 ア ク チ ュ エ ー タ が 操 作 さ れ た 状 態 の 油 圧 回 路 図 。
【 図 ４ 】 直 進 走 行 中 に 作 業 ア ク チ ュ エ ー タ が 操 作 さ れ て 走 行 直 進 弁 が 制 御 さ れ た 状 態 の 油
圧 回 路 図 。
【 符 号 の 説 明 】
１ １ 　 　 　 　 第 １ の 油 圧 ポ ン プ
１ ２ 　 　 　 　 第 ２ の 油 圧 ポ ン プ
１ ３ ～ １ ７ 　 　 　 　 方 向 制 御 弁
１ ８ 　 　 　 　 走 行 直 進 弁
１ ９ ～ ２ ２ 　 　 　 　 方 向 制 御 弁
２ ３ ～ ３ ２ 　 　 　 　 補 助 弁
３ ３ 　 　 　 　 パ イ ロ ッ ト ポ ン プ
３ ４ 　 　 　 　 タ ン ク
３ ７ 　 　 　 　 電 磁 比 例 弁
４ ０ 　 　 　 　 コ ン ト ロ ー ラ
４ １ 　 　 　 　 ア ク チ ュ エ ー タ 操 作 量 検 出 器
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